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講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。
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「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

2009年2月24日

受精卵を育てる培養液を準備する胚培養士＝２
２日午後４時２３分、神戸市中央区、矢木隆晴
撮影

不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ（2/2ページ）

　作業台に２人以上のシャーレを置くことは厳禁だ。ふたと本体には、受精卵を傷めない特殊なイ
ンクのペンで患者名とＩＤが書かれている。

　クリニックでは、停電しても培養器の受精卵を守るため自家発電装置を設置。夜間、培養器に異
変があれば、院長や胚培養士の携帯電話に警報が届くシステムも作った。「どれだけ事故防止策を
講じてもやりすぎということはない」。胚培養士の橋本洋美さん（３０）は言い切る。

　待合室に戻った。

　患者は院内ＰＨＳを渡され、順番が来るとＰＨＳで呼ばれ診察室に入る。看護師が他の患者の前
で名前を呼んで、プライバシーを侵害しないためだ。塩谷院長は「友人や家族にさえ相談できない
人が多く、少しでもストレスをなくす環境を作るよう努力している」と話す。

　年間５００件の採卵をしている奈良市のＡＳＫＡレディースクリニック。胚培養士３人が勤務し、ダブルチェックする。中山雅博院長は
「１人で作業している施設も珍しくない。生殖医療については、ほとんど法整備ができていない状態だ。早急に整える必要がある」と話す。
（向井大輔）

http://www.asahi.com/
http://www.asahi.com/kansai/news/OSK200902240066.html
http://www.asahi.com/kansai/news/OSK200902240066.html
http://www.asahi.com/kansai/

	asahi.com（朝日新聞社）：不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ - 関西ニュース一般-01
	asahi.com（朝日新聞社）：不妊治療、細心の現場　先進的な神戸の診療所をルポ - 関西ニュース一般-02

